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プログラミング学習指導に関する実践研究I




























































































1 1 Iこ流れ図、図 12実行結果を示す。
3. 1. 2プログラム概要説明警(生徒作品)
プログラム名 2段減速の子巻ウインチの設計製図
使用言語(行数) :N88BASIC (3006) 
















































































材料の圧縮許容応力 SC 歯車a ピッチ円径 PA 
I~~J厚寸法 外形 GA 
フランジ径に対する安全率 S F 全歯たけ HA 
j享み TF 歯末のたけ 日C 
右端の余裕しろの安全率 SM 円ピッチ TY 
右端の余裕しろ SH 歯幅 BA 
左端の余裕しろの安全率 TG 歯車b ピッチ円径 PB 
左端の余裕しろ RP 外形 GB 
止め金具の直径 OR 全歯たけ HA 
ボルトの本数 V 歯末のたけ 日C 
止め金呉許容せん断応力 TR 円ピッチ TY 
止めねじ許容せん断芯力 TN 歯幅 BB 
止めねじ直径 OB 歯車c ピッチ円径 PC 
材料選択 Y 外形 GC 
巻胴慎IJめねじ部の深さ MM 全歯たけ 計B
巻腕慎IJめねじ部の深さの安全率 SO 歯末のたけ HO 
止め金呉厚み許容せん断応力 TT 円ピッチ TZ 
止め金具厚み TM 歯幅 BC 
止め金呉幅 TH 歯車d ピッチ円径 PO 
ピッチ円直径 OG 外形 GO 
許容せん断応力 TV 全歯たけ HB 
ボルトの本数 VA 歯末のたけ HO 
巻腕全長 LT 円ピッチ TZ 
歯車 歯幅 BO 
クランクハンドルにかかる手力 E 歯車aと歯車bとの中心距離 CA 
何人掛け F 歯車cと歯車dとの中心距離 CB 
速度化 1 A 巻胴車由・巻腕歯車
クランク軸関係の効率 NA スハン TP 
巻柄軸関係の効率 NB 接線方向の力 FA 
巻腕関係の効率 NC 半径方向の力 FB 
機械全効率 N 反カ RC 
ハンドル長さ LZ RO 
歯数 Z a ZA 巻腕歯車の自重 WG 
Zb ZB 巻腕の自重 WO 
Z c ZC 巻網内径 00 
Zd ZO リム内径(歯車d) ON 
歯車cdについてのモジュール(計算値) MA 曲げモーメント ME 
// に作用するトルク TA 材料選択 G 
// についてのモジュール(決定) MC 合成モーメント MZ 
歯車abについてのモジュール(計算値) MB 巻腕軸径 OA 
1/ に作用するトルク TB ポルト径 VB 
/ノ についてのモジュール(決定) MO キー板寸法 AA'"'""AH 
歯幅係数 K ポス外径 00 
















































































A = 256 mロ1
11= 20ロ1m
12= 20 mm 
B = 216ロ1口l
p1= 12ロ1ロ1















実行結果(袋胴)図 12 1 
-88-
HE 一辺の長さ
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3. 1. 2 プログラム概要説明書(生徒作品)
プログラム名 :仮想溶接ロポットの動作表示
使用言語(行数) :N88BASIC (2004) 
























































































































3. 3. 1 プログラム概要説明警(生徒作品)
プロクラム名 :テーブルフリタのシミュレーション















































































A $ (1) 
A $ (2) 





画面を切り醤える V 重量500の数 H 5 0 0 
シ1)ンタの先端位置の害IJり出し NUL 重量 10 0の数 日 1 0 0 
θの害IJり出し TH 重量 50の数 H 5 0 
θ/2 LOD 重量 10の数 H 1 0 
移動後のテーブルの位置 PON 重量5の数 日5
θ/2の余弦を出す。 LODX iの数 日 i
θ//2の正弦を出す。 LODY 積載物の位置 VP 
アームの端点Xl XE 積載物の数 N 



























文字表示位霊の変数 i VPX 
文字表示位置の変数2 VPP 
文字表示位置 VPXX 
圧力 (MPa) FFF 
数値入力時桁移動 XQ 
数値入力 XE (XQ) 
積載重量 i OHM 
積載重量2 HUN 
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